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(57)【要約】
一態様によると、パルス計測装置用のストラップ（１０
２）が提供され、ストラップ（１０２）は、ストラップ
の締まり具合を示すように構成されたインジケーターを
備える。別の態様によると、ポータブルパルス計測装置
が提供され、ポータブルパルス計測装置は、ポータブル
パルス計測装置を人に固定するように構成されたストラ
ップ（１１２）と、ストラップの締まり具合を示すよう
に構成された機械的インジケーター（１１２）と、を備
える。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポータブルパルス計測装置用のストラップであって、ストラップは、インジケーターを
備え、
　インジケーターは、ストラップの締まり具合を示すように構成され、ストラップは、伸
縮ストラップであり、伸縮ストラップは、伸縮ストラップに組み込まれている非伸縮スラ
イド部を備え、伸縮ストラップは、非伸縮スライド部にあるインジケーターが見える部分
を備える、ストラップ。
【請求項２】
　ポータブルパルス計測装置用のストラップであって、ストラップは、インジケーターを
備え、
　インジケーターは、ストラップの締まり具合を示すように構成され、ストラップは、伸
縮ストラップであり、伸縮ストラップは、伸縮ストラップに組み込まれている伸縮スライ
ド部を備え、伸縮スライド部は、伸縮ストラップよりも伸縮性が小さく、伸縮ストラップ
は、伸縮スライド部にあるインジケーターが見える部分を備える、ストラップ。
【請求項３】
　ポータブルパルス計測装置用のストラップであって、ストラップは、インジケーターを
備え、
　インジケーターは、ストラップの締まり具合を示すように構成され、インジケーターは
、ストラップを、それがストラップの締まり具合のレベルを示すメーターを提供するよう
に、編むことによって、提供される、ストラップ。
【請求項４】
　ポータブルパルス計測装置であって、請求項１～３のいずれか１項に記載のストラップ
を備え、ポータブルパルス計測装置を人に固定するようになっている、ポータブルパルス
計測装置。
【請求項５】
　ポータブルパルス計測装置であって、ストラップと、リンク部と、を備え、
　ストラップは、ポータブルパルス計測装置を人に固定するように構成され、
　ストラップは、リンク部に接続され、リンク部は、ストラップの締まり具合を示すよう
に構成された機械的インジケーターを備える、ポータブルパルス計測装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のポータブルパルス計測装置であって、リンク部は窓を備え、窓の中で
、機械的インジケーターは、移動可能であり、ストラップの締まり具合を示す、ポータブ
ルパルス計測装置。
【請求項７】
　請求項６に記載のポータブルパルス計測装置であって、リンク部は、ストラップが取り
付けられる回転部を備え、インジケーターは、回転部に取り付けられ、回転部が回転する
ときに、インジケーターが窓の中で移動するようになっている、ポータブルパルス計測装
置。
【請求項８】
　請求項６に記載のポータブルパルス計測装置であって、リンク部は、ストラップが取り
付けられるスライド部を備え、インジケーターは、スライド部に取り付けられ、スライド
部が移動するときに、インジケーターが窓の中で移動するようになっている、ポータブル
パルス計測装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポータブルパルス計測装置用のストラップと、ストラップを備えるポータブ
ルパルス計測装置と、に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　パルスは、例えば、ポータブルパルス計測装置を使用して計測できる。ポータブルパル
ス計測装置は、パルスを光学的に計測してもよい。別の可能性は、胸の周りに別個の心拍
ベルトを使用することであり、次いでベルトは、計測されたパルス信号を、例えば手首に
取り付けられたモニタ装置に、または携帯電話で実行中のアプリケーションに、無線で送
る。
【０００３】
　光パルス計測は、光が光源から体内組織の方へ放出されることと、少なくとも１つの検
出器が、人体組織中を伝播した後の反射光の強度を検出するように構成されることと、に
基づく。パルスを光学的に計測する場合に、いくつかの課題がある。光計測は、照明領域
の血流によって起こる光吸収に基づく。例えばパルス計測装置の動きにより、計測中に照
明領域の形が変化すると、計測は妨げられる。従って、例えば、手のおよび人の動きは、
様々な形で測定にエラーを引き起こす。測定における問題を回避するために、ポータブル
パルス装置は、皮膚に対してできるだけ安定である必要があり、動きの際に組織領域にお
ける機械的変化を最小限にする必要がある。
【０００４】
　上記の問題に対処するための多くの方法がある。１つの解決策は、パルス計測装置のス
トラップをさらに締めることである。しかしながら、問題は、ユーザーがストラップを締
めすぎるかもしれないということであり、それは、今度は、心地良くなく、組織における
血流を妨げる。次に、ストラップの締め付けを緩めすぎることによって、ポータブルパル
ス計測装置が、例えば手首および体内組織に対して、動きすぎるようになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記の問題を、例えば、装置を軽量にすることによって、材料選択によって皮膚と装置
の摩擦を最適化することによって、または装置または装置のストラップをより幅広にする
ことによって、解決することができる。これらの態様は、ある場合には問題を軽減するか
もしれないが、根本的な問題は依然として残っている‐ポータブルパルス計測装置のスト
ラップのための最適なストラップ締め付けをどのように提供するか。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一態様によると、ポータブルパルス計測装置用のストラップが提供される。ストラップ
は、ストラップの締まり具合を示すように構成されたインジケーターを備える。
【０００７】
　一実施形態では、ストラップは、伸縮ストラップであり、伸縮ストラップは、伸縮スト
ラップに組み込まれている非伸縮スライド部を備え、伸縮ストラップは、非伸縮スライド
部にあるインジケーターが見える部分を備える。
【０００８】
　一実施形態では、ストラップは、伸縮ストラップであり、伸縮ストラップは、伸縮スト
ラップに組み込まれている伸縮スライド部を備え、伸縮スライド部は、伸縮ストラップよ
りも伸縮性が小さく、伸縮ストラップは、伸縮スライド部にあるインジケーターが見える
部分を備える。
【０００９】
　一実施形態では、インジケーターは、ストラップを、それがストラップの締まり具合の
レベルを示すメーターを提供するように、編むことによって、提供される。
【００１０】
　別の態様によると、ポータブルパルス計測装置が提供され、ポータブルパルス計測装置
は、ポータブルパルス計測装置を人に固定するようになっているストラップと、ストラッ
プの締まり具合を示すように構成された機械的インジケーターと、を備える。



(4) JP 2016-521610 A 2016.7.25

10

20

30

40

50

【００１１】
　一実施形態では、機械的インジケーターは、ポータブルパルス計測装置の本体に接続さ
れるリンク部に配置され、それにストラップが取り付けられる。
【００１２】
　一実施形態では、リンク部は、窓を備え、機械的インジケーターは、窓内で移動可能で
あり、ストラップの締まり具合を示すようになっている。
【００１３】
　一実施形態では、リンク部は、ストラップが取り付けられる回転部を備える。インジケ
ーターは、回転部に取り付けられ、回転部が回転するときに、インジケーターが窓内で移
動するようになっている。
【００１４】
　一実施形態では、リンク部は、ストラップが取り付けられるスライド部を備える。イン
ジケーターは、スライド部に取り付けられ、スライド部が移動するときに、インジケータ
ーが窓内で移動するようになっている。
【００１５】
　別の態様によると、ポータブルパルス計測装置用のストラップが提供され、ストラップ
は、ストラップの締まり具合を示すように構成されたインジケーターを備え、ストラップ
は、伸縮ストラップであり、伸縮ストラップは、伸縮ストラップに組み込まれている非伸
縮スライド部を備え、伸縮ストラップは、非伸縮スライド部にあるインジケーターが見え
る部分を備える。
【００１６】
　別の態様によると、ポータブルパルス計測装置用のストラップが提供され、ストラップ
は、ストラップの締まり具合を示すように構成されたインジケーターを備え、ストラップ
は、伸縮ストラップであり、伸縮ストラップは、伸縮ストラップに組み込まれている伸縮
スライド部を備え、伸縮スライド部は、伸縮ストラップよりも伸縮性が小さく、伸縮スト
ラップは、伸縮スライド部にあるインジケーターが見える部分を備える。
【００１７】
　別の態様によると、ポータブルパルス計測装置用のストラップが提供され、ストラップ
は、ストラップの締まり具合を示すように構成されたインジケーターを備え、インジケー
ターは、ストラップを、それがストラップの締まり具合のレベルを示すメーターを提供す
るように、編むことによって、提供される。
【００１８】
　別の態様によると、ポータブルパルス計測装置が提供され、ポータブルパルス計測装置
は、ポータブルパルス計測装置を人に固定するように構成されたストラップと、リンク部
と、を備え、ストラップは、リンク部に接続され、リンク部は、ストラップの締まり具合
を示すように構成された機械的インジケーターを備える。
【００１９】
　別の態様によると、上記の態様のいずれかに従ったストラップを備え、ポータブルパル
ス計測装置を人に固定するようになっている、ポータブルパルス計測装置が提供される。
【００２０】
　本発明のさらなる理解をもたらし、この明細書の一部分を成すように含められた添付図
面は、本発明の実施形態を示し、詳細な説明と共に本発明の原理を説明するのに役立つ。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１Ａ】本発明の一実施形態によるポータブルパルス計測装置のストラップの締まり具
合を示すように構成された機械的インジケーターを備える配置を開示する。
【図１Ｂ】図１Ａの配置の断面図を開示する。
【図２】本発明の一実施形態によるポータブルパルス計測装置のストラップの締まり具合
を示すように構成された機械的インジケーターを備える配置を開示する。
【図３】本発明の一実施形態によるポータブルパルス計測装置用のストラップを開示する
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。
【図４】本発明の一実施形態によるポータブルパルス計測装置用のストラップを開示する
。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１Ａは、本発明の一実施形態によるポータブルパルス計測装置のストラップ１０２の
締まり具合を示すように構成された機械的インジケーターを備える配置を開示する。
【００２３】
　ポータブルパルス計測装置のリンク部１００は、ストラップ１０２への取り付けポイン
トを提供する。リンク部１００は、ポータブルパルス計測装置の本体（図示せず）に取り
外し可能に取り付け可能であってもよい、または代替的に、リンク部１００は、本体の一
体部分であってもよい。リンク部１００は、固定軸１０６を含む。スライド部および弾性
部材（例えばばね１０８）は、固定軸１０４の周りに配置される。ばねの代わりに、他の
弾性部材が使用されてもよい。回転遮断体１１０がスライド部１０８に取り付けられ、ス
ライド部１０８が固定軸１０６の周りに回転するのを防ぐようになっている。図１Ａに示
されているように、回転非スライド部１０４は、最も外側の要素として配置され、ストラ
ップ１０２は、回転非スライド部１０４とその周囲の一部で接触する。符号１１２は、ス
トラップ１０２が回転非スライド部１０４に取り付けられていることを示す。リンク部１
００は、例えば穴である窓１１４を含み、その中でインジケーターが移動可能であり、イ
ンジケーターの位置は、ポータブルパルス計測装置のユーザーが、例えば自分の手首の周
りに固定するときの、ストラップ１０２の締まり具合によって決まる。
【００２４】
　一実施形態では、インジケーターは、回転非スライド部１０４に取り付けられ、従って
それは、回転非スライド部１０４が回転するときに、移動する。インジケーターは、窓１
１４の中で移動するペグであってもよい。別の実施形態では、インジケーターは、窓１１
４の中で移動可能なプレートであり、それはスケールを備える。ポインターは、リンク部
１００に配置されている。ストラップを引くことによってプレートが移動するときに、ポ
インターは、プレートにあるスケールの特定のポイントを指し示す。
【００２５】
　図１Ａに示されているように、穴１１４はスロットの形を取ってもよく、スロットは固
定軸１０６に関して径方向に配置される。符号１１６は、図１Ｂにより詳しく示されてい
る断面について触れる。
【００２６】
　一実施形態では、窓１１４は、リンク部の穴である。別の実施形態では、リンク部１０
０は透明部分を備え、それを通してインジケーターを見ることができる。例えば、リンク
部１００は、部分的にまたは全体的にプラスチックで作られていてもよく、それは、部分
的にまたは全体的に透明であってもよい。
【００２７】
　図１Ｂは、図１Ａの配置の断面図を開示する。図１Ｂに示されているように、回転非ス
ライド部１０４は、固定軸１０６を部分的に直接囲み、固定軸１０６の周りに回転可能に
配置される。固定軸１０６の残りの部分は、回転非スライド部１０４によって直接囲まれ
ず、ばね１１８および非回転スライド部１２０によって占められる。
【００２８】
　ストラップ１０２を引くときに、回転非スライド部１０４は、固定軸１０６の周りに回
転する。回転非スライド部１０４の傾斜面１２２は、スライド非回転部１２０の傾斜面１
２４に面する。回転非スライド部１０４が回転するときに、それはスライド非回転部１２
０を押し、傾斜面１２２および１２４に起因して、スライド非回転部１２０は、移動し、
ばね１１８を圧縮する。図１Ｂには示されていないが、この動作も穴１１４の中でインジ
ケーターを移動させる。引くのをやめてストラップ１０２の締め付けが弱められるときに
、ばね１１８は、スライド非回転部１２０を押し、スライド非回転部１２０は、回転非ス
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ライド部１０４に回転力を発生させ、回転非スライド部１０４は、緩和位置になる。
【００２９】
　図２は、本発明の一実施形態によるポータブルパルス計測装置のストラップ２０２の締
まり具合を示すように構成された機械的インジケーターを備える配置を開示する。図１Ａ
は回転力インジケーターを開示するのに対して、図２は摺動力インジケーターを開示する
。
【００３０】
　ポータブルパルス計測装置のリンク部２００は、ストラップ２０２への取り付けポイン
トを提供する。リンク部２００は、ポータブルパルス計測装置の本体（図示せず）に取り
外し可能に取り付け可能であってもよい、または代替的に、リンク部２００は、本体の一
体部分であってもよい。リンク部２００は、固定軸２１６を含む。回転部２１４は、固定
軸２１６に回転可能に取り付けられて配置される。図２に開示されているように、ストラ
ップ２０２は、回転部２１４の周囲で回転部２１４と部分的に接触するように配置される
。スライド部２０４は、リンク部２００に配置され、ストラップ２０２は、スライド部２
０４に取り付けられる。
【００３１】
　第１の回転遮断体２０８は、リンク部２００に配置され、第２の回転遮断体は、スライ
ド部２０４に配置される。ばね２０６は、第１の回転遮断体２０８と第２の回転遮断体２
１０との間に配置される。一実施形態では、スライド部２０４はガイダーを備え、ガイダ
ーは、スライド部２０４をリンク部２００内のそのスライド軌道に保つ。ストラップ２０
２を引くときに、スライド部２０４は移動し、ばね２０６は縮む。ばね２０６の代わりに
、他の弾性部材が使用されてもよい。
【００３２】
　リンク部２００は窓２１２も含み、窓２１２を通して、スライド部２０４内のまたはス
ライド部２０４に取り付けられたインジケーター２１８を見ることができる。一実施形態
では、窓２１２は、リンク部２００内の穴である。別の実施形態では、リンク部２００は
透明部分を備え、透明部分を通して、スライド部２０４内のまたはスライド部２０４に取
り付けられたインジケーター２１８を見ることができる。例えば、リンク部２００は、部
分的にまたは全体的にプラスチックで作られていてもよい。さらに、それは、部分的にま
たは全体的に透明であってもよい。
【００３３】
　インジケーターの例として、図２は、スライド部がストラップ２０２の締まり具合を示
す３つのパターンを含むことを、開示する。１つのパターンだけを、リンク部２００内の
窓２１２を通して一度に全体を見ることができる。図２が、可能なインジケーターの一例
だけを開示していることは、明らかである。別の実施形態では、細長いスロットが、リン
ク部２００に配置されてもよく、スライド部２０４に取り付けられたインジケーターは、
細長いスロットの中を移動し、ストラップ２０２の現在の締まり具合を示す。
【００３４】
　図３は、本発明の一実施形態によるポータブルパルス計測装置用のストラップ３００を
開示する。ストラップ３００およびスライド部３０２は、固定部３０４に取り付けられ、
それを介して、それらをポータブルパルス計測装置本体部に取り付け可能である。図３に
開示されている実施形態では、ストラップの締まり具合を示すインジケーター３１０は、
ストラップ３００自体に含まれている。ストラップ３００は、伸縮性を有する。伸縮性を
有しないまたは伸縮ストラップ３００と異なる伸縮性を有するスライド部３０２は、伸縮
ストラップ３００に組み込まれている。スライド部３０２は、伸縮ストラップ３００が伸
びるときにスライド部３０２が未延伸のままであるように、伸縮ストラップ３００内に構
成される。言い換えれば、この機能を実現するために、空洞がストラップ３００にスライ
ド部に対して配置されてもよく、ストラップ３００が伸ばされたときに、スライド部３０
２が移動しないようになっている。スライド部３０２は、１つ以上のパターン（すなわち
インジケーター３１０）が備わっており、ストラップの締まり具合を示す。
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【００３５】
　ストラップを引くときに（すなわち、ユーザーが、ストラップを備えるポータブルパル
ス計測装置を、例えば自分の手首に固定してストラップを締めるときに）、ストラップは
、伸び、インジケーター穴３０８は、非伸縮スライド部３０２に対して移動する。ストラ
ップ３００の締まり具合を示すパターンは、穴３０８を介してその時見ることができる。
【００３６】
　図３の別の実施形態では、ストラップ３００は、伸縮ストラップであり、伸縮ストラッ
プは、伸縮ストラップ３００に組み込まれているスライド部３０２を備える。しかしなが
ら、スライド部３０２は、伸縮性を有するが、伸縮ストラップ３００よりも伸縮性が小さ
い。言い換えれば、ストラップ３００を引くときに（すなわち、ユーザーが、ストラップ
を備えるポータブルパルス計測装置を、例えば自分の手首に固定してストラップを締める
ときに）、ストラップ３００は伸び、それと同時に、スライド部３０２も伸びるが、スト
ラップ３００未満である。ストラップ３００に配置されたインジケーター穴３０８は、ス
ライド部３０２に対して移動し、インジケーター３１０は、インジケーター穴３０８を通
して見ることができる。
【００３７】
　図４は、本発明の一実施形態によるポータブルパルス計測装置用のストラップ４００を
開示する。図３の実施形態と同様に、図４の実施形態のストラップ４００は、伸縮性を有
する。ストラップ４００は、ストラップ４００が伸ばされるときに、それがストラップ４
００の張力レベルを示すメーター４０４を示すように、特別に構成されている。ストラッ
プ４００は、数値スケール４０２または他の種類のスケールまたはパターンを含んでもよ
く、ストラップ４００の張力／締まり具合に関する情報を提供する。メーター４０４は、
全体的にまたは部分的に、例えば、ストラップ４００の特別な編みによって、実現するこ
とができる。ストラップ４００が伸ばされるときに、特別な編みによって、ストラップ４
００の張力／締まり具合を示すメーター４０４が見られるようになる。
【００３８】
　図１Ａ，１Ｂおよび２‐４に開示される実施形態の利点は、ストラップの締まり具合の
ガイド調節によって、様々な動作状況でのポータブルパルス計測装置の使用が可能になる
ことである。その上、解決策は、最適なストラップ締め付けを可能にし、過度の緩みまた
は締め付けを避ける。さらに、開示された解決策は、個人間の生理的変動も考慮に入れる
。さらに、図１Ａ，１Ｂおよび２‐４に開示されている実施形態は、光パルス計測技術を
用いるパルス計測装置によってパルスを計測するときにも、有利である。装置の望ましく
ない動きは、計測において障害を引き起こすことがあるからである。開示された実施形態
によって、ストラップの最適なストラップ締め付けを確実なものにできる。
【００３９】
　当業者には、技術の進歩と共に、本発明の基本概念が様々な仕方で実施され得ることが
明らかである。本発明およびその実施形態は、従って上述の例に限定されず、代わりに請
求項の範囲内で異なってもよい。
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【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】

【図３】

【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月8日(2015.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポータブルパルス計測装置用のストラップであって、ストラップは、インジケーターを
備え、
　インジケーターは、ストラップの締まり具合を示すように構成され、ストラップは、伸
縮ストラップであり、伸縮ストラップは、伸縮ストラップに組み込まれている非伸縮スラ
イド部を備え、伸縮ストラップは、非伸縮スライド部にあるインジケーターが見える部分
を備える、ストラップ。
【請求項２】
　ポータブルパルス計測装置用のストラップであって、ストラップは、インジケーターを
備え、
　インジケーターは、ストラップの締まり具合を示すように構成され、ストラップは、伸
縮ストラップであり、伸縮ストラップは、伸縮ストラップに組み込まれている伸縮スライ
ド部を備え、伸縮スライド部は、伸縮ストラップよりも伸縮性が小さく、伸縮ストラップ
は、伸縮スライド部にあるインジケーターが見える部分を備える、ストラップ。
【請求項３】
　ポータブルパルス計測装置用のストラップであって、ストラップは、インジケーターを
備え、
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　インジケーターは、ストラップの締まり具合を示すように構成され、インジケーターは
、ストラップを編むことによって提供され、ストラップが伸びるときに、編みによってメ
ーターが見られるようになっており、メーターが単独でストラップの締まり具合を示す、
ストラップ。
【請求項４】
　ポータブルパルス計測装置であって、請求項１～３のいずれか１項に記載のストラップ
を備え、ポータブルパルス計測装置を人に固定するようになっている、ポータブルパルス
計測装置。
【請求項５】
　ポータブルパルス計測装置であって、本体と、ストラップと、を備え、
　本体は、リンク部を備え、
　ストラップは、ポータブルパルス計測装置を人に固定するように構成され、
　ストラップは、リンク部に接続され、リンク部は、ストラップの締まり具合を示すよう
に構成された機械的インジケーターを備える、ポータブルパルス計測装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のポータブルパルス計測装置であって、リンク部は窓を備え、窓の中で
、機械的インジケーターは、移動可能であり、ストラップの締まり具合を示す、ポータブ
ルパルス計測装置。
【請求項７】
　請求項６に記載のポータブルパルス計測装置であって、リンク部は、ストラップが取り
付けられる回転部を備え、インジケーターは、回転部に取り付けられ、回転部が回転する
ときに、インジケーターが窓の中で移動するようになっている、ポータブルパルス計測装
置。
【請求項８】
　請求項６に記載のポータブルパルス計測装置であって、リンク部は、ストラップが取り
付けられるスライド部を備え、インジケーターは、スライド部に取り付けられ、スライド
部が移動するときに、インジケーターが窓の中で移動するようになっている、ポータブル
パルス計測装置。
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